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1. 検証結果ファイル(.far)作成の概要
DFM Studio Checkerを利用して検証結果ファイル(.far)を作成するには、ASFALIS TransServerを利
用する方法とASFALIS SmartLauncherを利用する方法の2つがあります。

A. ASFALIS TransServerを利用する方法
◦ ASFALIS TransServerを利用する場合、ユーザーはWebブラウザーから検証対象データを指定

することができます。検証処理は ASFALIS Slave Nodeの動作しているコンピューターで実行
されます。各ユーザーが投入した検証内容はASFALIS TransServer上で管理され、検証結果
はWebブラウザーからダウンロードすることができます。

B. ASFALIS SmartLauncherを利用する方法
◦ ASFALIS SmartLauncherを利用する場合、ユーザーはCAD(Creo、NX、SOLIDWORKSに対

応)にプラグインされたメニューまたはエクスプローラーのコンテキストメニューから検証を
実行することができます。検証結果(.far)は指定したファイルパスに作成されます。
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1.1. ASFALIS TransServerを利用する場合の検証実行方
法
1. ASFALIS TransServerにログインします。
2. ジョブを作成します。

◦ 本ガイドでは、「すぐにジョブ作成」を用いてジョブを作成する手順を説明します。

3. シナリオを選択します。
◦ ここでは、CATIA V5データに対して樹脂要件チェックを行うことを想定し、「樹脂要件チェ

ック(CATIA V5向け)」を選択します。

◦ DFM Studio Reporterのライセンスを保有しており、レポート出力まで自動で実行したい場合
は、「樹脂要件チェック_レポート出力(CATIA V5向け)」を選択します。
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

異なる検証設定で検証を行いたい場合は、管理者にご相談ください。
管理者は下記の手順でパラメーターファイルをアップロードできま
す。
パラメーターの詳細については、
「DFM_Studio_CheckItem_Guide_Plastic_ja.pdf」、
「DFM_Studio_CheckItem_Guide_SheetMetal_ja.pdf」を参照くだ
さい。

1. [管理者機能] > [シナリオ管理]より該当シナリオを選択する。
2. DFM Studio Checker (dscheck)コンポーネントを開き、カスタマ

イズスクリプト設定ファイル(アップロード)
(argumentfile_upload)を開く。

3. [アップロード]を選択し、編集した iniファイルをアップロードす
る。

4. 画面下までスクロールして[更新]を選択する。

4.  ファイル選択ボタンを押して、検証したいCATIA V5のパートデータ(.CATPart)を指
定します。

◦ 指定したデータはASFALIS TransServerにアップロードされ、ASFALIS Slave Nodeの動作し
ているコンピューターで検証処理が行われます。

◦ 投入したジョブは、オペレーションモニターから状態を確認したり、結果をダウンロードした
りすることができます。

5. オペレーションモニターから検証結果(.far)をダウンロードします。
◦ ダウンロードした検証結果(.far)は、DFM Studio InspectorおよびModel Viewerを利用して確

認することができます。
◦ DFM Studio InspectorおよびModel Viewerの詳細については、

「DFM_Studio_Inspector_Manual_ja.pdf」をご参照ください。
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1.2. ASFALIS SmartLauncherを利用する場合の検証実行
方法
1. 初めにシナリオ実行ダイアログを起動します。

◦ CADのプラグインメニューから起動する場合は、各CADの「DFMシナリオ実行」または「Run
DFM Scenario」を実行します。CADのプラグインメニューから実行した場合、CADに読み込
んでいるデータが検証対象になります。

◦ エクスプローラーのコンテキストメニューから起動する場合は、[Elysium] - [シナリオ実行]
を選択します。エクスプローラーのコンテキストメニューから実行した場合、右クリックで選
択したデータが検証対象になります。

2. シナリオ実行ダイアログで、検証セットおよび検証パラメーターを選択します。
a. まず、検証セットをシナリオから選択します。
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ここでは、Creoデータに対して板金要件チェックを行うことを想定し「板金要件チェック(Cre
o向け)」を選択します。

▪ もしDFM Studio Reporterのライセンスを保有していてレポート出力まで自動で実行した
い場合は「板金要件チェック_レポート出力(Creo向け)」を選択します。

b. 次に、検証パラメーターを選択します。
▪ インストール時は、「model_check」、「requirement_check」のパラメーターが表示さ

れます。なお、樹脂要件チェックを選択した場合、インストール時は「default」パラメー
ターのみ指定できます。

▪ システム管理者によって予め検証パラメーターが設定されているシナリオフォルダーを指
定している場合は、設定されたパラメーターがプルダウンリストに表示されます。

▪  鍵マークが付いているパラメーターは管理者によって設定されているため編集するこ
とができません。パラメーター設定ツールを使って別名で保存することで、目的に合わせ
て編集した個人用のパラメーターを使用することができます。

c. 選択したパラメーターの詳細を確認したい場合、またはパラメーターを変更したい場合は、
 ギアボタンを押してパラメーター設定ツールを起動します。
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▪ パラメーター設定ツールを起動するには Microsoft Excel が導入されている必要がありま
す。
検証パラメーター設定ツールの詳細については、1.3, “検証用パラメーター設定ツールの使
い方”を参照ください。

3. パラメーターを選択後、出力先を選択し、OKボタンを押します。検証が開始されます。

◦ 検証が開始されると変換リストが起動します。変換リストでは、実行したジョブの進捗状況や
過去に実行した結果を参照できます。

4. 項目を選択し、  矢印ボタンを押します。DFM Studio Inspectorが起動して、検証結果ファイ
ル(.far)が開きます。
なお既にDFM Studio Inspectorが起動している場合は、追加読み込みします。

◦ 項目を選択し、  フォルダーボタンを押すと、検証結果ファイル(.far)、もしくは検証結果
エクセルレポートが出力されたフォルダーを開くことができます。

◦ 出力した検証結果(.far)は、DFM Studio InspectorおよびModel Viewerを利用することで確認
することができます。
DFM Studio InspectorおよびModel Viewerの詳細については、
「DFM_Studio_Inspector_Manual_ja.pdf」をご参照ください。
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1.3. 検証用パラメーター設定ツールの使い方
この項では、検証用パラメーター設定ツールの使い方について説明します。 詳細は
「DFM_Studio_Parameter_Settings_Tool_User_Manual_ja.pdf」を参照ください。

A.検証On/Off切替
検証フラグ列の全ての行のOn/Offを切り替えます。

B.別名保存
読み込んでいるパラメーターを別名保存します。  鍵マークが付いているパラメーターは上書き
保存することができないため、編集したい場合は別名保存する必要があります。別名保存で新しい
パラメーターを作成すると、パラメーター設定ツールが終了し、作成したパラメーターが選択され
ている状態になります。作成したパラメーターは、再利用可能です。別名保存したファイルは、以
下に保存されます。

• インストール時に、システム設定および変換設定の適用範囲について「このコンピュータを使
用するすべてのユーザー」を選択した場合は、以下になります。

◦ 樹脂要件チェック／樹脂要件チェック（レポート付）の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
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SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_check\

◦ 樹脂要件チェック用レポート出力の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_report

◦ 板金要件チェック／板金要件チェック（レポート付）の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_check

◦ 板金要件チェック用レポート出力の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_report

• インストール直後は、システム設定および変換設定の適用範囲について「<UserName>のみ」
を選択した場合は、以下になります。

◦ 樹脂要件チェック／樹脂要件チェック（レポート付）の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_check\

◦ 樹脂要件チェック用レポート出力の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_report

◦ 板金要件チェック／板金要件チェック（レポート付）の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_check

◦ 板金要件チェック用レポート出力の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_report

C.上書き保存
選択したパラメーターを上書き保存します。本機能は、  鍵マークが付いていないパラメーター
にのみ有効です。上書き保存すると、パラメーター設定ツールが終了し、作成したパラメーターが
選択されている状態になります。作成したパラメーターは、再利用可能です。

D.設定終了
パラメーター設定ツールを終了します。

E.ファイル削除
パラメーターファイルを削除します。<ファイル削除>ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログが
表示され、削除するパラメーターファイルを選択できます。

F.ラベル
• 検証フラグ: Onは検証する、Offは検証しないことを示します。
• カテゴリ: 形状認識種別または検証項目名を表します。
• 種別: 形状認識に用いられる場合は認識パラメーター、合否判定に用いられる場合は判定パラ

メーター、レポート出力に用いられる場合はレポートパラメーターと表示されます。
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• DFMSパラメーター名: DFM Studio Inspectorに表示されるパラメーター名を表します。各パ
ラメーターの意味は、検証項目ガイドをご参照ください。

• 設定値: 設定されているパラメーター値を表します。
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2. 検証結果ファイル(.far)確認の概要
DFM Studio Checkerを用いて作成された検証結果ファイル(.far)を確認するには、DFM Studio
InspectorおよびModel Viewerを利用する方法とDFM Studio Reporterを利用してレポートを出力し
て確認する方法の2つがあります。

A. DFM Studio InspectorおよびModel Viewerを利用する場合
◦ DFM Studio InspectorおよびModel Viewerを利用する場合、検証結果の内容をリストと3Dビ

ューで詳細に確認することができます。DFM Studio Inspectorは検証結果をリストで表示
し、ソートやフィルタリング機能を用いることで優先的に確認すべき箇所を絞り込むことがで
きます。Inspectorで指定した検証箇所は、Model Viewer上の3Dビューで確認できま
す。Model Viewer上では、ハイライト表示、周辺表示、断面表示など様々なビュー状態を簡
単に切り替えることができ、検証箇所を容易に分析することができます。

B. DFM Studio Reporterを利用する場合(DFM Studio Reporterのライセンスが必要です)

◦ DFM Studio Reporterを利用する場合、検証結果(.far)を Microsoft Excel 形式のレポートに変
換することができます。DFM Studio InspectorやModel Viewerをインストールすることな
く、手軽に結果を確認することができます。またDFM Studio Reporterでは、各箇所を適切な
視点から自動キャプチャーすることができ、その画像がレポートに自動貼付されるため、3Dモ
デルを開かずとも検証結果の詳細を確認、分析、判断することができます。
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2.1. DFM Studio Inspector を利用する場合
1. ショートカットもしくはWindowsのスタートメニューから、DFM Studio Inspector(以

下、Inspectorと呼びます)を起動します。
◦ Inspectorが起動すると、同時にModel Viewerの起動を促す確認メッセージが表示されます。

2. Inspectorのファイルメニュー、ドラッグ&ドロップ、ASFALIS SmartLauncherの変換リスト、も
しくはCADプラグインメニューの「結果を開く/Open Result」から開く、などの方法で検証結果
ファイル(.far)をInspectorで開きます。

◦ ASFALIS SmartLauncherのCADプラグインメニューの「結果を開く/Open Result」から開く
には、CAD Connectorのライセンスが必要になります。

◦ Inspectorに検証結果が読み込まれると、Model Viewerに3Dデータが読み込まれます。
◦ ASFALIS SmartLauncherのCADプラグインメニューの「結果を開く/Open Result」から検証

結果を開いた場合は、CAD上に表示されているモデルとModel Viewer上のモデルのビューが
連動します。

3. Inspectorのアイテムリストを選択し、確認する検証項目を選択します。

DFM Studio クイックスタートガイド

 © 2022 Elysium Page 12 | 21



4. 各検証項目のアイテムリストからアイテムを選択します。
◦ アイテムを選択すると、該当検証箇所の詳細がプロパティリストに表示されます。また、該当

箇所がModel Viewer上の3Dビューでハイライトされます。

◦ アイテムをダブルクリックすると、該当箇所にズームします。

5. Inspectorのプロパティリストの情報およびModel Viewerの3Dビューの情報から、該当箇所を確
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認、分析します。
◦ 3Dビュー表示を断面表示または周辺表示等に変更したい場合は、Inspectorのコマンドバーの

「ビュー操作の割当て」を選択し、ダブルクリックに割当てる表示状態を断面表示等に切り替
えます。

◦ ダブルクリックに割当てる表示状態を断面表示に切り替えた場合、アイテムをダブルクリック
するとModel Viewerの3Dビューが自動で断面表示になります。

◦ 3Dモデルの表示状態を切り替えたい場合は、Model Viewerのツールバーから切り替えること
ができます。
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6. Inspectorのプロパティリストで、該当箇所に対する評価を変更します。
◦ "○"は合格、"×"は不合格、"-"は未確認であることを表します。検証の結果が合格の場合は

"○"、不合格の場合は"-"が評価の初期値として入ります。

◦ 評価を変更すると、ステータスバーが更新されます。

7. 確認箇所の3Dビューを保存したい場合は、プロパティリストの スクリーンショットボタンを押
すことで、キャプチャーを撮ることができます。

◦ 取得したキャプチャーは、 表示ボタンを押すことでプレビュー、 削除ボタンを押すこと
で削除できます。なおキャプチャーを撮り直したい場合は、再度 スクリーンショットボタ
ンを押します。

8. コメントを残したい場合は、プロパティリストの備考に記入します。
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9. 各検証結果を確認し、評価変更、キャプチャー取得、コメント入力を行い、適宜 Inspectorのメニ
ューバーの「ファイル」から検証結果を保存します。

◦ 保存した検証結果は、設計基準が守られているか確認したことのエビデンスとして利用した
り、他の人と共有することで設計変更の検討材料としたりすることができます。
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2.2. DFM Studio Reporter を利用する場合
1. Inspectorのメニューバーの「レポート出力」を実行し、ASFALIS SmartLauncherのシナリオ実

行ダイアログを起動します。
◦ 入力データはInspectorに読み込んでいる検証結果(.far)が自動で設定されます。なお検証結果

が編集されている場合は、保存するよう促されます。

2. シナリオを選択します。
◦ シナリオ「樹脂要件チェックレポート出力(自動キャプチャーなし)」、「板金要件チェックレ

ポート出力（自動キャプチャーなし）」は樹脂要件チェック結果、もしくは板金要件チェック
結果のうち、ユーザーが取得したキャプチャーのみがレポートに出力されます。

◦ シナリオ「樹脂要件チェック用レポート出力(自動キャプチャーあり)」、「板金要件チェック
レポート出力（自動キャプチャーあり）」は樹脂要件チェック結果、もしくは板金要件チェッ
ク結果のうち、ユーザーが取得したキャプチャーに加えて、全体画像および詳細画像のキャプ
チャーが自動で取得されます。
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3. パラメータを選択します。
◦ インストール直後は「default」パラメーターのみ指定できます。
◦ システム管理者によって予めレポートパラメーターが設定されているシナリオフォルダーを指

定している場合は、設定されたパラメーターがプルダウンリストに表示されます。
◦  鍵マークが付いているパラメーターは管理者によって設定されているため編集することが

できません。パラメーター設定ツールを使って別名で保存することで、目的に合わせて編集し
た個人用のパラメーターを使用することができます。

◦ 選択したパラメーターの詳細を確認したい場合、またはパラメーターを変更したい場合は、
 ギアボタンを押してパラメーター設定ツールを起動します。

◦ レポート出力パラメーター設定ツールの詳細については、2.3, “レポート出力パラメーター設
定ツールの使い方”を参照ください。

4. 出力先を指定します。

5.  OKボタンを押して、レポート出力のシナリオを実行します。
6. シナリオ実行が完了したら、ASFALIS SmartLauncherの変換リストから該当ジョブを選択

し、  フォルダーボタンを押します。レポート出力フォルダーが開きます。
◦ 出力したMicrosoft Excel 形式のレポートは、設計基準が守られているか確認したことのエビ

デンスとして利用したり、他の人と共有することで設計変更の検討材料としたりすることがで
きます。


レポート出力にはレポート出力を実行するマシンにMicrosoft Excel
（バージョン：Microsoft Excel for Microsoft 365 MSO
(16.0.14026.20202)）が導入されている必要があります。
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2.3. レポート出力パラメーター設定ツールの使い方
この項では、レポート出力用パラメーター設定ツールの使い方について説明します。詳細は
「DFM_Studio_Parameter_Settings_Tool_User_Manual_ja.pdf」を参照ください。

A.別名保存
読み込んでいるパラメーターを別名保存します。  鍵マークが付いているパラメーターは上書き
保存することができないため、編集したい場合は別名保存する必要があります。別名保存で新しい
パラメーターを作成すると、パラメーター設定ツールが終了し、作成したパラメーターが選択され
ている状態になります。作成したパラメーターは、再利用可能です。別名保存したファイルは、以
下に保存されます。

• インストール時に、システム設定および変換設定の適用範囲について「このコンピュータを使
用するすべてのユーザー」を選択した場合は、以下になります。

◦ 樹脂要件チェック用レポート出力（自動キャプチャーあり）、樹脂要件チェック用レポー
ト出力（自動キャプチャーなし）の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_report\

◦ 板金要件チェック用レポート出力（自動キャプチャーあり）、板金要件チェック用レポー
ト出力（自動キャプチャーなし）の場合:
%PUBLIC%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_report

• インストール時に、システム設定および変換設定の適用範囲について「<UserName>のみ」を
選択した場合は、以下になります。
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◦ 樹脂要件チェック用レポート出力（自動キャプチャーあり）、樹脂要件チェック用レポー
ト出力（自動キャプチャーなし）の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\plastic_report\

◦ 板金要件チェック用レポート出力（自動キャプチャーあり）、板金要件チェック用レポー
ト出力（自動キャプチャーなし）の場合:
%LOCALAPPDATA%\Documents\Elysium\ASFALIS
SmartLauncher\scenario\shared_param\sheet-metal_report

B.上書き保存
選択したパラメーターを上書き保存します。本機能は、  鍵マークが付いていないパラメーター
にのみ有効です。上書き保存すると、パラメーター設定ツールが終了し、作成したパラメーターが
選択されている状態になります。作成したパラメーターは、再利用可能です。

C.設定終了
パラメーター設定ツールを終了します。

D.ファイル削除
パラメーターファイルを削除します。<ファイル削除>ボタンを押すと、ファイル選択ダイアログが
表示され、削除するパラメーターファイルを選択できます。

E.ラベル
• 検証フラグ: Onは検証する、Offは検証しないことを示します。
• カテゴリ: レポート出力設定、または検証項目名を表します。
• 種別: すべてレポートパラメーターと表示されます。
• DFMSパラメーター名: DFM Studio Inspectorに表示されるパラメーター名を表します。
• 設定値: 設定されているパラメーター値を表します。
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本コンテンツに関わる著作権は株式会社エリジオンもしくは原権利者に帰属しています。
著作権者の承諾なしに無断で改変、複製、転載、再配布、転送、公衆送信、販売、貸与などの
行為をすることは禁じられています。
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